
株式会社コメ兵ホールディングス、代表取締役社長の石原

でございます。

これより2025年3月期 第3四半期 決算についてご説明

いたします。



今回の決算説明の概要です。

１点目、第3四半期の実績は、前年同期比で増収減益となり

ました。相場が軟調傾向の中、できる限り売上総利益の確

保に努めました。詳細は後ほどご説明いたします。

2点目、国内外の出店は、順調に進捗しております。新たな

店舗形態にもチャレンジしながら、顧客接点を拡大してお
ります。

3点目、旗艦店の出店やM＆Aなど、中期経営計画に沿っ

た、成長投資を継続しております。詳細は後ほどご説明い
たします。

以上を踏まえ、通期業績を修正しております。
シェア拡大と収益性向上の両輪に取り組み、中計の達成を

目指してまいります。



こちらが本日ご説明する内容です。



改めまして、

2028年3月期を最終年度とする中期経営計画はご覧の
とおりです。

売上高2,500億円、海外売上高比率15%、グループ店舗
数420店舗を目指してまいります。



中期経営計画の基本方針は

・事業成長の実現
・サステナビリティ経営の深化

・資本コストを意識した経営の推進 の３つです。

事業環境と競争優位性を踏まえ、業成長と社会価値の向上

を目指します。



まずはじめに、第3四半期の実績と足元の状況から、

2025年3月期 通期業績を修正いたしました。



2025年3月期 通期は、

売上高1585億円、営業利益60億円、経常利益58億6千
万円、親会社株主に帰属する当期純利益は42億8千万円

の増収減益を想定しております。

潤沢な在庫を背景に、売上高は想定を上回って推移しまし

たが、軟調な相場動向の中、売上総利益の確保を優先した

ことで、
①法人販売比率

②店頭在庫の法人仕入比率

③比較的、売上総利益率の低位な商材・商品の販売構成比

以上がそれぞれが増加しことで、売上総利益率が低位で推
移いたしました

販管費は、売上高が増加するうえ、必要な成長投資を継続
していくことから、通期の業績予想は増収減益を見込んで

います。



こちらは、コメ兵の時計・バッグの買取客単価と小売比率

の推移を表したものです。

2024年8月上旬以降、急激な為替変動や中国経済の減速

長期化などの影響が継続し、高額品を中心に時計とバッグ
の相場が軟調に推移いたしました。

買取客単価も相場変動と概ね連動する形で推移しており、

市況感をイメージいただければと思います。

こうした買取状況を踏まえ、売上総利益確保のため、法人

仕入と法人販売を強化いたしました。

結果として、例年第3四半期は、小売比率が高まるタイミン
グですが、当第3四半期は小売比率が低下し、売上総利益

率に影響を及ぼしました。

ただし、小売売上高は順調に伸長しており、販売戦略全体
としては堅調に推移しております。



ブランド・ファッション事業の第4四半期の想定は、ご覧の

とおりです。

主力商材の相場動向予測を踏まえ、売上総利益率の改善

は限定的となりますが、小売を伸長させることで売上総利
益の確保を目指します。



配当予想です。

期初計画から、4円増配の104円を維持します。

その結果、配当性向は26.6%と向上します。

「安定配当」と「増収増益に基づく増配」が継続できるよう

注力してまいります。



中期経営計画は、現時点で2026年3月期以降の定量目標

に変更はございませんが、今後の状況を勘案したうえで、5
月13日に開示する予定です。

引き続き、積極的に投資をおこなうことで、市場成長を上
回る事業成長を実現してまいります。



続きまして、2025年3月期 第3四半期累計 連結業績を

ご報告いたします。



2025年3月期 第3四半期累計のハイライトはご覧のとお

りです。

連結で個人買取額と、売上高は過去最高でした。

順に詳細をご説明いたします。



損益計算書の状況です。

2025年3月期第3四半期の連結業績はご覧のとおりです。

第3四半期3か月では前年同期比で増収増益、第3四半期
累計でも増収となり、親会社株主に帰属する四半期純利益

が増益でした。



連結売上高と売上総利益率の推移です。

個人買取は好調に推移し、国内外のお客さまの販売機会を

捉えるために、法人仕入を強化しました。

第3半期3か月の売上総利益率は、前年同期比で2.8pt低

下したものの、店舗の品揃えが充実したことで増収となり

ました。



連結営業利益の分析です。

小売・法人販売が好調で、売上高は大幅に増加しました。

売上総利益率の低下と販管費の増加により、営業利益は、
減益となりました。



連結売上高の内訳です。

タイヤホイール事業が好調に推移したほか、販売店舗の出

店や訪日のお客さまの増加等により、小売比率は、前年同

期比0.3ポイント上昇し、51.0％になりました。

海外比率と国内免税比率は、それぞれ12.3％と16.1％と

なっており、好調に推移しております。



連結の国内免税の内訳は、ご覧のとおりです。

KOMEHYO SHIBUYAの出店効果により、アメリカから

のお客さま構成比が上昇しています。

また、日本国内のお客さま層より若く、30代～40代がボ
リュームゾーンになっております。



個人買取額の推移です。

人材の採用や育成などが計画通りに進捗し、積極的な新規

出店を継続できています。

既存店の成長もあり、前年同期比118％で四半期実績とし
て過去最高の個人買取額となりました。



販管費の推移です。

新規出店に合わせて、広告宣伝費や販売手数料、地代家賃

や減価償却費等、が増加しました。

また、採用数増加による給与手当等の人件費も増加しまし
た。

なお、売上高の伸びに対して、販管費をコントロールしたた

め、売上高販管費率は、18.4%に抑えることができました。



貸借対照表の概況です。

アールケイエンタープライズ他2社のグループ化等により、

・現金及び預金

・固定資産
・有利子負債 が大幅に増加しました。

売上高拡大の原資となり、成長に直結する棚卸資産も順調

に増加しております。



在庫回転です。

個人買取や法人仕入で確保した潤沢な在庫は回転率を意

識し、小売・法人販売を推進しました。

その結果、売上総利益の着実な積み上げにつながっており
ます。

相場変動に迅速に対応し、在庫流動性を高めた結果、売上

総利益率は低下しましたが、豊富な在庫を確保しつつも在
庫回転率を高めることで、交叉比率は大幅に上昇しました。



続きまして、セグメントの概況をご報告いたします。



セグメント別の決算サマリーは、ご覧のとおりです。

ブランド・ファッション事業は増収減益、タイヤホイール事業

は増収増益となりました。



セグメント別の決算概況です。

ブランド・ファッション事業の売上高は1071億2千万円、

営業利益は 45億7千9百万円、

タイヤ・ホイール事業の売上高は46億6千百万円、不動産
賃貸事業の売上高は2億6千7百万円となりました。

ブランド・ファッション事業は、個人買取と小売・法人販売
が好調です。

タイヤ・ホイール事業は、タイヤの販売が好調で、中古売上

高が増加し、利益率が上昇しました。



グループの店舗数は、ご覧のとおりです。

第3四半期では、国内外に13店舗出店いたしました。

昨年11月にグループ化したアールケイエンタープライズは、

国内外にRodeo Driveを9店舗展開しています



事業会社コメ兵の経路別仕入・販売の状況です。

国内の金小売価格が引き続き高値で推移しており、個人買

取に占める宝石・貴金属の構成比が、全体の4割程度を占

めています
出店やインバウンド需要に備えた積極的な法人仕入により、

法人仕入比率が前年同期に比べて6ポイント上昇しました。

販売は、第2四半期まで、前年同期比で小売りがプラスと
なっておりましたが、相場変動への対応により、第3四半期

時点の販売の構成比は、前年と変化はありません。



事業会社コメ兵の販売強化の状況です。

国内は、規模、出店場所、取扱アイテムなど、新しい店舗

フォーマットに挑戦しております。

また、海外は、アメリカにグループ会社を設立し、現地で法
人販売を開始し好調に推移しています。

新規取引先の開拓を進め、来期には個人買取をスタートす

る予定です。



事業会社コメ兵のEC関与売上高の推移は、ご覧のとおり

です。

お客さま数が増加し、第3四半期のEC関与売上高は前年

同期比102.4%でした。
販売店舗での訪日外国人の売上高比率の上昇により、EC

関与率は3割強で推移しています。



事業会社K-ブランドオフのFC買取専門店を起点とした収

益力強化につきましては、ご覧のとおりです。

FC買取専門店の出店を拡大し、仕入れ量を増やしておりま

す。
そこで仕入れた商品は、 K‐ブランドオフが運営する法人

オークション「JBA」へ出品していただき、JBAの出来高増加

とオークション手数料による収益力向上を図ります。

11月には、FC形態の買取専門店を北海道にオープンしまし

た。

こちらは、K‐ブランドオフとして初出店となるエリアです。
直営店では採算性の面から出店が難しいエリアにも展開で

きており、順調に店舗網を拡大しております。



ブランドオフの小売り分野の状況です。

「BRAND OFF 銀座本店」を中心に免税売上高は、第3四

半期3ヵ月で前年同期比155%と大幅に伸びております。

買取併設店の新規出店や、EC強化を積極的に行い、新し
いお客さまとの接点づくりを継続してまいります。



オークションの出来高の推移は、ご覧のとおりです。

相場変動に伴い、法人間での売却ニーズが高まり、会員企

業数や出品数が増加しました。

第3四半期3か月の２社合計のオークション出来高は、前年
同期比132.2％で過去最高となりました。



タイヤ・ホイール事業の概況です。

新品タイヤの販売及び自社企画ホイールの国内外での販売

が好調に推移しました。

また、個人買取が好調で、潤沢な在庫を確保できたことや、
冬タイヤの販売割合が想定以上に増加したことが収益性の

向上に寄与しました。



最後に、中期経営計画達成に向けた取り組みについてご

説明いたします。



リユース市場の展望はご覧のとおりです。

最新情報によりますと、国内のリユース市場は順調に拡大

し、今後も成長し続けていく、明るい見通しとなっておりま

す。
一方で、リユース市場への新規参入企業やM＆Aが増加し

ており変化や競争が激しくなっております。



国内外での出店状況はご覧のとおりです。

出店競争が激化するなか、KOMEHYO、BRAND OFFと

もに買取専門店の出店が順調に推移しております。

2025年6月には、新たなKOMEHYOの旗艦店を心斎橋
エリアに出店予定です。

グローバルな若年層をターゲットに顧客層の拡大を目指し

ます。
今後も個人買取及び小売の強化にむけ、新しいフォーマッ

トの店舗を国内外ともに積極展開してまいります。



中期経営計画の実現に向け、ブランドファッション事業を3

つの領域に分けて考え、成長推進に取り組んでおります。

現在の成長戦略の中心となっている、自社が直接「売り」

「買い」を行う『売買ビジネス』では、M&Aなどによりグ

ループ規模を拡大することで、エリアの拡大、仕入・販売量

の増加による収益性の向上、グループ間のシナジー創出に

よる競争力強化が期待できます。

また、流動性を維持しながら、良質な在庫を確保すること

は、グローバル展開における売上・収益拡大の重要な要素

と考えております。

法人向けオークションの運営など、GMVの拡大が事業の

成長となる『流通関与ビジネス』では、アールケイエンタープ



ライズの「RKオークション」とRs-JAPANの「Rs-

Auction」が新たにグループに加わったことで、オークショ

ン事業の規模が拡大しました。

オークション事業の拡大は、出品先の選択肢が広がること

から、法人販売の強化につながります。

また、他社オークションへの販売手数料の抑制等、収益力の

向上に寄与すると考えています。

市場成長を機に、当社のアセットを活用した事業展開を目

指す『市場成長関与ビジネス』では、3月に、J. フロント リテ

イリング株式会社と合弁会社「JFR&KOMEHYO 

PARTNERS」を設立する予定です。

会社設立後は、7月以降に、3年間で23店舗の買取専門店

の出店を計画しており、両社の強みを相互に活用すること

で、仕入の強化と収益力の向上を目指します。

今後も、ブランドリユース市場の拡大とともに、当社の成長

領域を拡大し、企業価値向上を目指してまいります。



以上で、2025年3月期 第3四半期決算のご説明を終わ

ります。
ご清聴ありがとうございました。


